
芸南トピックス地域の情報をお届け！

一
周
年
祭 

盛
大
に
開
催

青
壮
年
連
盟
活
動
報
告

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
芸
南
地
域
本
部

は
12
月
９
日
、
10
日
に
ふ
れ
あ
い

市
安
芸
津
店
の
一
周
年
祭
を
開
催

し
延
べ
６
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
先
着
２
０
０
人
に

「
紅
白
餅
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

９
日
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
後
の
来
場
者
15
万
人
を
達
成

し
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

農
産
物
直
売
所
出
荷
協
議
会
と

女
性
部
が
う
ど
ん
と
コ
ロ
ッ
ケ
を

販
売
。

ゆ
ず
こ
し
ょ
う
や
揚
げ
お
か
き

な
ど
管
内
８
地
域
か
ら
そ
ろ
え
た

加
工
品
も
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
販
売

し
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
紙
芝
居
、

農
産
物
の
セ
リ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
、
和
太
鼓
や
な
つ
か
し
の
ポ
ッ

プ
ス
演
奏
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
の
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
焼

き
ガ
キ
な
ど
が
イ
ベ
ン
ト
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

安
芸
津
ふ
れ
あ
い
委
員
会
を
初

め
協
賛
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
の
も
と
一
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
「
ふ
れ
あ
い
市
」
を
目
指
し
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
ご
来
店
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
青
壮
年
連
盟
芸
南
地
区
本
部
は
11
月
23

日
、
東
広
島
市
安
芸
津
町
で
農
業
体
験
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
２
０
２
３
ｉｎ
安
芸
津
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
４
年
ぶ
り
で
農
業
や
食
、
就

農
に
興
味
を
持
つ
７
世
帯
24
人
が
、
い
し
じ
み
か
ん
の
収

穫
体
験
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

今
年
の
み
か
ん
は
、
降
雨
不
足
に
よ
り
小
玉
傾
向
で
す

が
糖
酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
濃
厚
な
仕
上
が
り
で
収
穫
作

業
の
合
間
に
み
か
ん
で
水
分
を
補
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。▲収穫体験後の集合写真（東広島市安芸津町）

芸南地域本部
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水
稲
の
土
づ
く
り

先
月
に
引
き
続
き
、
冬
場
の
土
づ
く
り
を

考
慮
し
て
適
切
な
有
機
物
の
補
給
、
土
壌
改

良
剤
の
施
用
を
行
な
い
耕
起
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
有
機
物
の
投
入
（
10
ａ
当
り
）
次
の
い
ず

れ
か
を
１
ｔ
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
牛
ふ
ん
堆
肥　
・
豊
穣
２
号

・
こ
だ
わ
り
健
肥

②
土
壌
改
良
剤
は
水
田
の
状
態
に
よ
っ
て
使

い
分
け
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

病
気
が
多
い
水
田
で
は
茎
葉
強
化
・
病
害

に
効
果
の
あ
る
〝
ケ
イ
酸
〟
を
、
根
腐
れ
が

多
い
水
田
で
は
根
の
強
化
に
必
要
と
さ
れ
る

〝
鉄
分
〟
を
含
む
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

資
材
の
使
用
例
（
※
10
ａ
当
り
施
用
量
）

ケ
イ
カ
ル�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

　

�

ケ
イ
酸
主
成
分
。
倒
伏
防
止
、
い
も
ち

病
・
ご
ま
葉
枯
病
予
防
に

ミ
ネ
リ
ッ
チ�

１
０
０
㎏
（
５
袋
）

　

�

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
の
ケ
イ
酸
・
苦
土
を
高
め
た

も
の
。
生
育
・
耐
病
強
化
に

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

　

�

ケ
イ
酸
・
鉄
分
・
石
灰
・
苦
土
・
マ
ン
ガ

ン
と
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材

土
楽
園�

60
㎏
（
３
袋
）

　

�

高
濃
度
で
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材
。
散

布
量
を
減
ら
せ
る
省
力
タ
イ
プ

�

タ
マ
ネ
ギ
の
防
除
・
追
肥
に
つ
い
て

防　
除

生
育
適
温
は
15
～
23
℃
で
や
や
低
温
を
好

み
、
地
上
部
は
20
℃
前
後
で
地
下
部
は
16
℃

が
最
適
と
な
り
ま
す
。
寒
さ
に
強
く
、
生
育

初
期
に
０
℃
程
度
の
低
温
に
耐
え
ま
す
。
逆

に
暑
さ
に
は
弱
く
25
℃
以
上
に
な
る
と
生
育

は
抑
制
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
暖
冬
傾
向
で
、

真
冬
で
も
15
℃
を
越
え
る
日
が
数
日
続
い
た

時
は
、
早
め
に
べ
と
病
の
防
除
を
行
な
い
ま

し
ょ
う
。
発
病
前
の
予
防
が
重
要
で
す
。

防
除
例

べ
と
病
・
灰
色
か
び
病

【
発
病
予
防
】

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
６
回
以
内
）

ま
た
は

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤�

５
０
０
倍
液

（
収
穫
３
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
５
回
以
内
）

【
発
病
初
期
】

プ
ロ
ポ
ー
ズ
顆
粒
水
和
剤�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

追　
肥

１
月
上
旬
…�

１
回
目
と
し
て
固
形
35
号
を
１

ａ
当
り
２
㎏
を
条
間
に
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

２
月
上
旬
…�

２
回
目
と
し
て
固
形
23
号
を
１

ａ
当
り
４
㎏
を
条
間
に
施
用
し

ま
し
ょ
う
。

貯
蔵
性
が
悪
く
な
り
腐
敗
の
原
因
と
な
る

た
め
、
肥
料
は
必
ず
３
月
上
旬
ま
で
に
終
了

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

抽
苔
（
ト
ウ
立
ち
）
に
つ
い
て
は
次
の
原

因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
苗
を
育
苗
す
る
時
に
、
は
種
時
期
が
早
す

ぎ
た
場
合

②
冬
を
越
す
時
に
苗
が
大
き
す
ぎ
る
場
合

③
生
育
中
に
肥
料
切
れ
を
お
こ
し
た
場
合

野
菜
全
般
に
つ
い
て

本
格
的
な
低
温
期
に
入
り
、
作
物
全
般
の

生
育
は
お
そ
く
な
り
ま
す
。
マ
ル
チ
・
ト
ン

ネ
ル
な
ど
を
利
用
し
て
保
温
栽
培
を
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
鶏
フ
ン
、
油
カ
ス
の
施
用
は
低
温

期
が
お
す
す
め
で
す
。
こ
れ
ら
の
発
酵
し
や

す
い
堆
肥
は
、
高
温
期
に
使
用
す
る
と
ガ
ス

が
発
生
し
や
す
く
、
根
痛
み
の
原
因
に
な
り

ま
す
が
、
低
温
期
に
施
用
す
る
と
、
ゆ
っ
く

り
分
解
さ
れ
土
を
肥
や
し
ま
す
。
春
に
向
け

た
土
づ
く
り
に
適
し
て
い
ま
す
。

保
温
マ
ル
チ
の
選
択　
色
と
効
果
の
関
係

透
明
マ
ル
チ
（
馬
鈴
し
ょ
・
大
根
・
人
参
な
ど
）

太
陽
光
に
よ
り
地
温
を
上
昇
さ
せ
、
保
温

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
土
中
水
分
の

蒸
発
を
抑
制
し
、
長
雨
の
場
合
は
過
湿
も
防

ぎ
ま
す
。
し
か
し
光
が
透
過
す
る
の
で
雑
草

は
良
く
生
え
、
養
分
を
奪
い
や
す
く
な
る
の

で
、
草
を
抑
え
る
除
草
剤
を
処
理
し
た
り
、

肥
料
切
れ
し
な
い
か
草
の
生
え
具
合
を
見
て

追
肥
管
理
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

黒
マ
ル
チ
（
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
果
菜
類
な
ど
）

透
明
マ
ル
チ
に
比
べ
る
と
地
温
の
上
昇
効

果
は
劣
り
ま
す
が
、
光
を
透
過
し
に
く
く
、

雑
草
予
防
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

分
、
肥
料
効
果
は
持
続
し
や
す
い
の
で
、
初

期
に
収
穫
後
半
ま
で
の
肥
料
を
１
度
に
施
肥

（
一
発
施
肥
）
す
る
と
管
理
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
マ
ル
チ
（
馬
鈴
し
ょ
・
大
根
な
ど
）

あ
る
程
度
の
光
を
透
過
す
る
の
で
、
前
記

の
透
明
マ
ル
チ
と
黒
マ
ル
チ
の
中
間
の
よ
う

な
地
温
上
昇
効
果
、
除
草
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
肥
料
は
一
発
施
肥
が
お
す
す
め
で
す
。

稲
わ
ら
マ
ル
チ
（
露
地
野
菜
全
般
）

地
温
上
昇
を
防
ぎ
、
除
草
効
果
も
期
待
さ

れ
る
他
、
使
用
後
は
堆
肥
と
し
て
利
用
が
で

き
ま
す
。
一
方
で
水
分
も
透
過
し
、
わ
ら
の

分
解
時
は
一
時
的
に
肥
料
が
不
足
す
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

〈
農
薬
の
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
生
産
工

程
管
理
日
誌
を
必
ず
提
出
し
ま
し
ょ
う
！
〉

農
薬
関
連
の
法
律
が
厳
格
化
し
て
い
ま

す
。（
適
用
作
物
・
希
釈
倍
数
・
収
穫
前
使

用
回
数
な
ど
）

水
　稲

1月

水
稲 

問 

安
浦
店　

ＴＥＬ 

０
８
２
３
ー
８
４
ー
２
０
４
９

　
担
当　
桑
原 

伸
明

野
　菜

1月

なるほどえ～のぅ!営農情報

事
故
が
発
生
す
る
と
、 出
荷
者
自
身
に
よ

る
全
品
回
収
や
、
損
害
賠
償
の
可
能
性 

が

発
生
し
、
風
評
被
害
に
よ
り
産
地
・
直
売
所

に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

 

生
産
工
程
管
理
日
誌 

は
、
商
品
の
管
理

状
況
を
確
認
す
る
た
め
Ｊ
Ａ
で
保
管
さ
れ

ま
す
。

出
荷
者
の
信
用
と
安
全
を
守
る
た
め
に
も

管
理
を
徹
底
し
、
確
実
な
記
録
・
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

か
ん
き
つ

中
晩
柑
類
の
採
収
と
予
措

不
知
火
は
酸
の
状
態
に
注
意
し
な
が
ら

採
収
し
、
３
月
か
ら
の
出
荷
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

清
見
は
早
く
採
収
す
る
と
食
味
が
悪
く
、

ヤ
ケ
果
の
発
生
も
多
く
な
り
成
品
率
が
低
下

し
ま
す
の
で
、
防
寒
対
策
を
行
な
い
３
月
上

旬
以
降
に
採
収
し
ま
し
ょ
う
。

甘
夏
は
２
月
上
旬
ま
で
に
採
収
し
、
５
％

（
果
実
を
握
り
、
弾
力
が
あ
る
状
態
）
程
度

の
充
分
な
予
措
を
行
な
い
貯
蔵
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
貯
蔵
の
場
合
は
、
果

実
は
少
な
め
（
手
穴
よ
り
下
ま
で
）
に
入

れ
、
コ
ン
テ
ナ
と
コ
ン
テ
ナ
の
間
は
10
㎝
以

上
開
け
、
風
通
し
の
良
い
場
所
で
貯
蔵
し
ま

し
ょ
う
。

温
州
み
か
ん
の
貯
蔵
庫
管
理

１
週
間
に
１
度
、
庫
内
全
体
の
腐
敗
果
点

検
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

予
措
が
不
十
分
の
場
合
は
、
十
分
に
風
を

通
し
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

外
気
温
が
高
く
な
っ
て
来
る
と
、
日
の
出

前
の
気
温
の
低
い
時
間
帯
に
庫
内
の
換
気
を

行
な
う
と
共
に
、
腐
敗
果
実
の
点
検
も
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

剪　
定

温
州
み
か
ん

剪
定
を
行
な
う
前
に
、
密
植
園
の
間
伐
お

よ
び
縮
伐
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
独
立
樹
に

す
る
こ
と
で
樹
全
体
に
光
が
当
た
り
発
芽
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
寒
風
害
の
恐
れ
の
な
い

園
か
ら
、
切
り
返
し
や
予
備
枝
を
設
定
し
、

新
梢
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

中
晩
柑
類

２
月
中
旬
以
降
、
暖
か
く
な
り
始
め
て
か

ら
剪
定
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
冬
場
の
剪
定
は

摘
果
が
し
づ
ら
く
、
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
が
起

こ
り
や
す
い
下
枝
の
除
去
を
中
心
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

び　
わ

土
壌
管
理

１
月
に
引
き
続
き
土
壌
改
良
の
時
期
と
な

り
ま
す
。
当
管
内
で
は
酸
性
土
壌
傾
向
の
園

が
多
い
た
め
、
マ
リ
ン
カ
ル
を
施
用
し
ま

し
ょ
う
。（
５
袋
／
10
ａ
）
ま
た
、
春
肥
の

施
用
も
今
月
中
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

い
ち
じ
く

い
ち
じ
く
栽
培
管
理
指
針
に
沿
い
、
堆
肥

や
肥
料
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

剪
定
は
今
月
中
に
終
え
ら
れ
る
よ
う
、
計

画
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

挿
木
の
適
期
は
３
月
中
旬
～
下
旬
と
な
り

ま
す
。
節
間
が
短
く
充
実
し
た
一
年
生
枝
を

選
び
、
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
ポ
リ
袋
等
で
包

み
、
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。
挿
し
穂

は
15
㎝
～
20
㎝
程
度
と
し
（
先
端
１
芽
～
２

芽
を
残
し
後
は
か
ぎ
と
る
）、
基
部
を
く
さ

び
状
に
削
り
、
排
水
性
の
良
い
挿
し
床
（
土

壌
）
を
選
ん
で
挿
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
使
用
の
注
意
点

・
使
用
者
自
身
の
安
全
の
た
め
、
農
薬
の
製

品
ラ
ベ
ル
に
従
っ
た
保
護
具
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
環
境
へ
の
安
全
の
た
め
、
周
辺
住
民
や
農

家
に
配
慮
し
掲
示
版
な
ど
で
農
薬
の
使
用

を
事
前
に
伝
え
、
農
薬
が
飛
散
し
て
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
物
の
残
留
農
薬
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
薬
の
製
品
ラ
ベ
ル
に
従
い
、
決

め
ら
れ
た
作
物
種
、
使
用
量
、
使
用
時

期
、
使
用
回
数
な
ど
を
確
実
に
守
れ
ば
基

準
値
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
農
薬
ご
と
に
作
物
名
が
似
て
い
る

な
ど
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安芸津アグリセンターでは、直売所などＪＡ出
荷者の支援として、128穴セルトレイでの野菜苗
の生産・供給を行なっています。
数に限りがありますので、お早目にお問い合せ
頂きぜひご利用ください。

今月の供給品目
品目名 品種名 販売予定 収穫予定

キャベツ YR春空・初恋 １月中旬～ ５月中旬～

サニーレタス
※トンネル栽培

マザーレッド・
マザーグリーン １月中旬～ ３月下旬～

※在庫・価格等詳細については随時お問い合せください。
※特注品についても相談の上、対応致します。

128穴セルトレイ （商品例）キャベツ苗

１月の野菜作付情報

芸南地域本部芸南地域本部
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1月中
旬～

2月中
旬の

おすす
め

ＪＡひろしま
ふれあい市安芸津店

ふれあい市は、『農業者の所得増大』『農業生産の拡大』
『地域の活性化』を基本目標とし、地産地消に取り組んでいます。

東広島市安芸津町風早647番地８

自然に恵まれ「人と人との豊かな生活」がそこにある

１月中旬から
はるみ、プリンス清見が

でまーす。

１月中旬から
はるみ、プリンス清見が

でまーす。

白ネギ

白菜
春菊

シイタケ

本年も新鮮な農産物を豊富に揃えて元気いっぱい頑張ります！
スタッフ一同みなさまのご来店を心よりお待ちしております♪

種類豊富な柑橘が店頭に
並びます。ぜひ色んな品
種をお試しください♪

まだまだ寒い日が続きますね。
ふれあい市ではお鍋にぴったり！
白菜や大根、シイタケなどのお野菜も入荷してますよ～！

※写真はイメージです。

出荷会員募集中

0846-46-1166

自慢の農産物を出荷してみませんか？
興味のある方は下記の連絡先までお問い
合せください。

ふれあい市安芸津店

芸南地域本部
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